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６月６半旬の巡回調査において,早期水稲,および普通期水稲におけるいもち病(葉いも

ち)の発生が平年に比べて多く,一部の圃場では急性型病斑も確認されました。
高松地方気象台が６月30日に発表した１か月予報では,期間の前半は平年に比べ曇りや雨

の日が少なく,気温も平年より高いと予想されており,イネいもち病の発生には抑制的な気
象条件ではありますが,急性型病斑が確認された圃場では,今後,穂いもちや稲体のずり込み

の発生が懸念されます。
現地においては発生状況の把握に努めるとともに,適切な防除指導をお願いします｡

作 物 名：水稲(早期水稲および普通期水稲)

病害虫名：イネいもち病(早期水稲は「穂いもち」,普通期水稲は「葉いもち」)

１.発生地域 県下全域

２.発生時期 ７月上旬～

３.発生状況

(1)早期水稲
６月27日から29日にかけて,早期水稲20圃場を巡回調査した結果,葉いもちの発生圃場

率が40.0%,発病度が 2.3で,過去10年間で最も発生が多く,特に,県東部沿岸地域で発生
が多かった(図１)。また,一部の圃場では,急性型病斑も確認された。

(2)普通期水稲

６月27日から28日にかけて,普通期水稲30圃場を巡回調査した結果,葉いもちの発生圃
場率が16.7%,発病度が 1.2で,過去10年間で最も発生が多かった(図２)。

(3)高松地方気象台が６月30日に発表した１か月予報では,期間の前半は平年に比べ曇り
や雨の日が少ないと見込まれている。気温は平年より高く,降水量はほぼ平年並,日照時

間は平年並か多いと予想されており,発生抑制的な気象条件である｡



５.病徴および発生条件

(1)病徴

(2)発生条件
低温日照不足で,降雨が多く稲体が乾きにくい場合,感染・発病が多い。

気温が19～25℃,葉の濡れ時間が８～11時間以上で感染しやすい。

６.防除法等

(1)葉いもちの発生が多い場合は,特に急性型病斑が認められる圃場では,穂いもちに移行
する可能性が高いので薬剤防除を行う。

(2)穂いもちの防除適期は,出穂直前および穂揃期である。農薬の使用基準を確認の上,粒
剤の場合は,出穂10日前までに,液剤の場合は出穂直前までに薬剤防除を行う。

(3)普通期水稲において,苗箱施薬を処理していない圃場では,粒剤による防除に努める。
(4)窒素質肥料を過用しないこと。特に,出穂前後の窒素過多は穂いもちが発生しやすく

なるので,穂肥,実肥の施用時期・量に注意する。
(5)防除等の詳細については,徳島県植物防疫指針を参照するとともに,薬剤の使用に当た

っては,必ず農薬ラベル記載事項を遵守する｡
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図１ ６月６半旬における早期水稲のいもち病(葉いもち)発生推移
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図２ ６月６半旬における普通期水稲のいもち病(葉いもち)発生推移
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